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組
合
は
今
年
で
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
す
る
式
典
と

祝
賀
会
が
、
平
成
20
年
新
年
会
と
併
せ
て
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

組
合
誕
生
50
年
と
新
年
を
組
合
員
の
皆
様
と
盛
大
に
お
祝
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆　
　
　
　
　
　

☆　
　
　
　
　
　

☆

日　

時　

平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
・
式
典　
　

正
午
・
祝
賀
会

会　

場　

新
宿
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

祝
賀
会「
コ
ン
コ
ー
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」

　
　
　
　

式
典
「
花
の
間
」

会　

費　

１
８
、０
０
０
円

申　

込　

所
属
支
部
長
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

締　

切　

平
成
19
年
12
月
10
日
（
月
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
新
春
祝
賀
会
の
ご
案
内

11月
１日 ＴＢＡ月例会
６日 全国大会（群馬県）

全国大会観戦旅行
８日 50周年記念事業実行委員会
12日 広報会議

教育部会
21日 雇用促進検討委員会
22日 ガラ・ド実行委員会
27日 美容師実技試験受験講習会①

12月
４日 美容師実技試験受験講習会②
６日 ＴＢＡ月例会
11日 ハートフル美容師養成研修（開講）
12日 関東ブロック研修会
18日 美容師実技試験受験講習会③
28日 事務局仕事納め

組合日誌

こ
こ
数
年
、
全
国
大
会
で

優
勝
は
じ
め
上
位
入
賞
を
果

た
し
て
い
る
東
京
代
表
の
選

手
達
が
今
年
も
や
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
11
月
６
日
に
群
馬

県
前
橋
市
で
行
わ
れ
た
第
35

回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権

大
会
は
、
47
都
道
府
県
か
ら

選
抜
さ
れ
た
精
鋭
２
５
１
名

が
集
い
、
７
種
目
の
競
技
に

よ
っ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
か
ら
は
６
種
目
に
９

人
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

中
振
袖
着
付
競
技
で
齋
藤
弘

子
さ
ん
が
、
ユ
ー
ス
競
技
で

は
倉
澤
寿
成
さ
ん
が
見
事
優

勝
。
ユ
ー
ス
は
こ
れ
で
東
京

の
３
連
覇
と
な
り
、
若
手
の

台
頭
が
改
め
て
証
さ
れ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
競
技
で
も

選
手
の
皆
さ
ん
が
大
健
闘

し
、
準
優
勝
２
名
、
３
位
１

名
な
ど
、
今
大
会
出
場
９
人

中
、
７
名
が
上
位
入
賞
す
る

と
い
う
大
き
な
成
果
を
挙
げ

ま
し
た
。
選
手
皆
さ
ん
の
活

躍
を
讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
賞
成
績
は
次
の
と
お
り
。

３
０
０
名
が
観
戦
旅
行

関
東
エ
リ
ア
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
か
ら
気
軽
に
み
ん

な
で
応
援
し
よ
う
と
観
戦
旅

行
が
企
画
さ
れ
、
バ
ス
７
台
、

３
０
０
名
余
が
参
加
。

会
場
で
熱
い
声
援
を
送
っ

て
東
京
の
選
手
を
激
励
し
ま

し
た
。
観
戦
後
は
、
１
泊
コ

ー
ス
と
日
帰
り
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
泊
ま
り
組
は
谷
川
岳

観
光
を
し
て
水
上
温
泉
に
一

泊
。
翌
日
は
り
ん
ご
狩
り
な

ど
を
。
日
帰
り
組
は
温
泉
入

浴
な
ど
を
楽
し
み
そ
れ
ぞ
れ

無
事
に
帰
京
し
ま
し
た
。

第35回全日本美容技術選手権大会
ユースは
３ 連 覇 優

勝
２
、準
優
勝
２ 

な
ど

今
年
も
輝
い
た〝
東
京
〞
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
競
技

　

準
優
勝　

徳
山
進
一

ユ
ー
ス
競
技

　

優　

勝　

倉
澤
寿
成

　

第
３
位　

佐
藤
徳
紗

　

入　

賞　

吉
富
祐
介

中
振
袖
着
付
競
技

　

優　

勝　

齋
藤
弘
子

　

入　

賞　

曽
根
和
美

ネ
イ
ル
競
技

　

準
優
勝　

栗
谷
亜
紀

入
賞
成
績

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

保
健
所
等
か
ら
既
に
指
導
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
程
、

厚
労
省
か
ら
各
都
道
府
県
、

政
令
市
、
特
別
区
に
「
出
張

理
容
・
出
張
美
容
に
関
す
る

衛
生
管
理
要
領
に
つ
い
て
」

と
の
通
知
が
出
さ
れ
、
先
頃
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
上
部
組

織
の
全
美
連
よ
り
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。（
以
下
、「
理

容
」
の
併
記
省
略
）

通
知
の
要
旨
は
、「
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
、
介
護
老
人

福
祉
施
設
な
ど
美
容
所
以
外

の
場
所
で
行
う
出
張
美
容
に

対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
出
張
美
容
に
係
わ
る
衛

生
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
必
ず
し
も
全
国
的
に
十
分

な
指
導
等
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
つ
い
て
は
、

今
般
、
衛
生
を
確
保
す
る
た

め
、『
出
張
美
容
に
関
す
る

衛
生
管
理
要
領
』
を
定
め
た

の
で
、
関
係
者
に
対
し
て
周

知
を
図
り
、
衛
生
管
理
の
指

導
に
当
た
っ
て
の
指
針
と

し
て
活
用
さ
れ
た
い
。
な
お
、

指
導
に
際
し
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
条
例
又
は
要
綱
等

を
制
定
す
る
な
ど
し
、
更
に
、

検
査
を
受
け
た
美
容
所
に
お

い
て
は
指
導
等
を
行
う
こ
と

の
で
き
る
枠
組
み
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
外
れ
て
い
る
業
者
等

に
は
、
本
要
領
に
基
づ
く
衛

生
措
置
を
確
保
す
る
よ
う
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
そ
の
他
の
媒
体

を
通
じ
て
指
導
し
、
問
題
が

生
じ
た
場
合
の
相
談
先
の
周

知
を
図
り
、
営
業
者
の
名
称
、

営
業
区
域
、
従
業
員
等
の
把

握
の
で
き
る
条
例
又
は
要
綱

等
を
制
定
す
る
な
ど
に
よ
り
、

特
に
そ
の
指
導
に
遺
漏
の
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
。

厚労省

出
張
美
容
に
関
す
る

「
衛
生
管
理
要
領
」定
め
る

こ
の
「
衛
生
管
理
要
領
」

の
中
身
は
、
基
本
的
に
は
通

常
の
美
容
室
で
順
守
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
措
置
が
盛
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
特
筆
さ
れ
る

こ
と
は
、
無
店
舗
業
者
等
に

も
、
管
理
美
容
師
の
設
置
を

求
め
て
い
る
点
で
す
。

出
張
美
容
は
、
美
容
室
を

持
た
な
い
人
や
、
そ
れ
に
所

属
し
な
い
人
で
も
美
容
師
で

あ
れ
ば
法
律
上
は
営
業
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
（
一
部
の
保
健
所
で
は
事

前
申
請
を
求
め
て
い
る
例
が

見
ら
れ
る
）。
し
か
し
、
こ

の
人
達
は
、
一
般
的
に
は
保

健
所
等
の
監
督
・
指
導
を
受

け
る
枠
組
み
を
も
た
な
い
こ

と
か
ら
、
衛
生
の
確
保
、
健

康
管
理
等
が
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

形
態
の
美
容
業
者
の
増
加
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、

今
回
の
通
知
に
な
っ
た
と
も

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

無
店
舗
業
者
等
に
も

管
理
美
容
師
設
置
求
め
る

第
１　

目
的

こ
の
要
領
は
、
出
張
美
容

に
関
す
る
作
業
環
境
、
携
行

品
等
の
衛
生
的
管
理
及
び
消

毒
並
び
に
従
業
者
の
健
康
管

理
等
の
措
置
に
よ
り
出
張
美

容
に
関
す
る
衛
生
の
確
保
及

び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
２　

作
業
環
境

　
（
省
略
）

第
３　

携
行
品
等

　
（
省
略
）

第
４　

管
理

　
（
省
略
）

第
５　

衛
生
的
取
扱
い
等

　
（
省
略
）

第
６　

消
毒

　
（
省
略
）

第
７　

自
主
管
理
体
制

１　

衛
生
管
理
責
任
者
の
設

置
美
容
師
法
第
１
２
条
の
３

第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
営
業
者
が
出
張
美
容
を
行

う
場
合
に
お
い
て
、
常
時
２

人
以
上
の
美
容
師
を
出
張
美

容
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、

事
務
所
等
の
設
備
、
器
具
等

の
衛
生
の
点
検
管
理
、
従
業

員
の
感
染
症
罹
患
の
有
無
の

確
認
、
従
業
員
の
衛
生
教
育

等
を
行
う
衛
生
管
理
責
任
者

と
し
て
美
容
師
法
第
１
２
条

の
３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

く
管
理
美
容
師
の
資
格
を
有

す
る
者
を
置
く
こ
と
が
適
当

で
あ
る
こ
と
。（
注

：

傍
線

は
、
管
理
美
容
師
の
設
置
を

義
務
付
け
て
い
る
条
項
）

２　

衛
生
管
理
要
領
の
作
成

及
び
周
知

営
業
者
又
は
衛
生
管
理
責

任
者
は
、
出
張
美
容
に
係
わ

る
作
業
環
境
や
取
扱
い
等
に

係
わ
る
具
体
的
な
衛
生
管
理

要
領
を
作
成
し
、
従
業
員
に

周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

出
張
美
容
に
関
す
る

衛
生
管
理
要
領（
抜
粋
）

組
合
本
部
の
事
務
局
の
年

末
年
始
の
事
務
取
扱
い
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○ 

仕
事
納
め

　
　
　

12
月
28
日（
金
）

○ 

仕
事
始
め

　
　
　

１
月
７
日（
月
）

（
12
月
29
日
か
ら
１
月
６

日
ま
で
休
業
し
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
）

⌇
⌇
年
末
・
年
始
の
事
務
取
扱
い
に
つ
い
て
⌇
⌇
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◎
試
験
期
日
及
び
会
場

実
技
試
験

　

平
成
20
年
２
月
４
日
㈪
〜

※
試
験
会
場
は
都
内
に
７
会

場
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く

は
願
書
参
照
）

筆
記
試
験

　

平
成
20
年
３
月
２
日
㈰

　

・
中
央
大
学
多
摩
校
舎

◎
願
書
受
付

日
時　

平
成
19
年
12
月
10
日

㈪
〜
14
日
㈮
の
５
日
間

場
所　

理
容
師
美
容
師
試
験

研
修
セ
ン
タ
ー
東
京
都
支

部
（
渋
谷
区
広
尾
５―

７

―
１
）

◎
実
技
試
験
課
題

①
美
容
の
基
礎
的
技
術

　

㋐
第
１
課
題

　

・
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ

ノ
ー
パ
ー
ト
、
オ
ー
ル

ウ
ェ
ー
ブ
７
段
構
成

と
す
る
。

　

㋑
第
２
課
題

　

・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ブ

ス
タ
イ
ル
と
す
る
。

②
美
容
を
行
う
場
合
の
衛
生

上
の
取
扱

◎
筆
記
試
験
課
目

　

⑴
関
係
法
規
・
制
度

　

⑵
衛
生
管
理

　

⑶
美
容
保
健

　

⑷
美
容
の
物
理
・
化
学

　

⑸
美
容
理
論

◎
問
い
合
わ
せ
先

理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ

ン
タ
ー
東
京
都
支
部

☎
０
３（
５
４
２
０
）６
６
６
０

第
17
回

美
容
師
試
験
の
お
知
ら
せ

前号に引き続き美容業
の将来について述べてみ
ます。

―因幡有紀―

T IMES
サロン

経営講座

こ
ん
に
ち
は

支
部
長
で
す�

④

 

城
東
支
部
長

　

森
本　

善
三

☆ 

毎
月
、
経
営
研
究
会
を
開
催
。
ご
希
望
の
組
合
員

の
皆
様
、
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

☆
趣
味
・
旅
行

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

村
山
大
和
支
部
長

　

鈴
木　

義
則

☆ 

２
市
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
脇
を
く
っ
つ
け
な
が

ら
や
っ
て
い
ま
す
。
わ
き
あ
い
あ
い
。

☆
趣
味
・
つ
り

日　

時　

２
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時

会　

場　

美
容
会
館
９
階
Ｔ
Ｂ

ホ
ー
ル

講　

師　

鳥
居　

勇（
税
理
士
）

　
　
　
　

因
幡
有
紀（
経
営
部
長
）

受
講
料　

無
料

申
込
み　

組
合
本
部
へ
お
電
話
で

お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
３
７
０
‐

２
１
３
１

企　

画　

東
美
同
組
経
営
部

経営講習会
のご案内
税から、接客まで
現場の声に
お応えします

　この20年位の間、美容料金はほと
んど上がっていないということをお客
様に話をしたところ、「言われてみれ
ばそうよね」という言葉が返ってきた。
このコーナーを書いている間も、先
月は石油関連の商品値上げが公表され
ました。タクシーの初乗りも各地で上
がってます。
　先月提案した、毎年少しずつ値上げ
を敢行した場合どのような効果が出る
かと言いますと、例えばパーマネン
トの場合、8,500円が１年目で（10％
上げ）9,350円、２年目で約10,285円、
３年目で11,580円、４年目で12,740
円、５年目で約14,000円位というこ
とになります。
　パーマネント料金が５年後に平均
14,000円位になれば、他のカラー、
カット＆ブローも平均値が上がり、美
容室の健全経営化が進んだと実感でき
るようになります。
　ここで注意することは、何をいくら
上げましたという説明はする必要はな
いと思います。『諸般の事情により料
金を改正させていただきます。ご了承
の程よろしくお願い申し上げます』こ
れくらいが丁度よいかと思います。ご
く自然に行なうことが大切です。
　話が少し変わりますが皆さんの生活
の中で、詳しい説明もなく値上がりし
たものに電話代があります。以前は
10円で市内、都内通話料金が１時間

でも２時間でもかけることが出来てい
たのです。現在は３分以降、ドンドン
料金がかさんでいきます。また、市内、
市外通話と区別されていたことを覚え
ていると思いますが、いつの間にかそ
れらとは関係なく自然に受け入れてい
るでしょう。
　この手法が値上げ方法の一番優れた
やり方です。“いつの間にか” という
方法は美容のパーマ液の値段にも見ら
れます。以前は、５人用のパーマ液は
100円位から200円位であったのです。
それも中和剤が付いての値段だったの
です。
　現在は “いつの間にか” １剤２剤が
別売りになり、メーカーによって違い
はありますが1,800円～3,000円位の
値になっています。それでも１人用に
すれば原価としては500円前後と割安
感を与えているのです。
　原油の値上がりと共に使っている容
器からクロス類まで全て値上がりして
いきます。我々美容師の将来を今こそ
真剣に考えようではありませんか。後
継者が世間の年収を
知って逃げ出さない
ようにするためにも
“皆で渡ればこわく
ない”を組合員で団
結して実行に移して
みませんか。
 （完）

新
年
の
店
頭
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

組
合
員
各
店
舗
に
配
布
し
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

本
紙
に
同
封
か
、
又
は
支
部
か
ら
の

配
布
と
な
り
ま
す
。

ご利用下さい
新年用店頭ポスター

共
済
種
別

請
求
有
効

期
限

備　
　
　
　
　
　
　
　

考

共
済
金

３
年

特
別
給
付
金

１
年

加
入
１
年
後
か
ら
対
象

（
配
偶
者
死
亡
弔
慰
金
は
１

年
未
満
で
も
対
象
）

傷
害
通
院

給 

付 

金

（
東
美
独
自
の
も
の
）

６
ヶ
月

請
求
は
３
年
ご
と
に
２
回

ま
で

（
１
回
に
つ
き
３
ヶ
月
の
期
間

内
に
実
通
院
30
日
を
限
度
）

デザイン一新！

総
合
福
祉
共
済
制
度

ご
請
求
は
忘
れ
ず
に
！
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板
橋
支
部
（
中
村　

章

支
部
長
）
で
は
、
10
月
16
日

（
火
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ

テ
ル
・
エ
ド
モ
ン
ド
に
お
い

て
支
部
設
立
50
周
年
記
念
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
、
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

と
50
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

記
念
誌
を
作
り
、
諸
先
輩
の

方
々
の
力
添
え
、
努
力
が
あ

っ
て
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
だ

と
い
う
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

催
し
に
は
、
理
事
長
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
参
加
を

賜
わ
り
、
式
典
も
無
事
に
終

わ
っ
て
第
２
部
に
。
原　

大

輔
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
で
は
、
お
い

し
い
食
事
を
し
な
が
ら
華
や

か
で
素
晴
ら
し
い
宴
と
な
り
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
雰
囲
気
の

中
に
身
を
置
い
て
い
た
い
と

思
う
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。

こ
の
式
典
、
パ
ー
テ
ィ
も

皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
、
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ご
参
加
頂
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

９
月
25
日
、
武
蔵
野
支
部

（
峯
村
茂
美
支
部
長
）
で
は
、

帝
国
ホ
テ
ル
の
「
マ
ナ
ー
教

室
」
と
旧
岩
崎
邸
（
庭
園
）、

浅
草
寺
灯
篭
祭
り
を
見
学
す

る
バ
ス
旅
行
を
企
画
実
施
し

ま
し
た
。

帝
国
ホ
テ
ル
の
マ
ナ
ー
教

室
で
は
、
す
で
に
知
っ
て
い
る

つ
も
り
で
も
「
あ
、そ
う
か
！
」

と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

旧
岩
崎
邸
（
庭
園
）
で
は
、

ア
ー
チ
型
の
天
井
に
施
さ

れ
た
木
造
の
彫
刻
、
廊
下
に

使
わ
れ
て
い
る
木
組
の
技
法
、

各
部
屋
の
金
銀
和
紙
の
壁
紙

な
ど
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
素

晴
ら
し
く
感
嘆
す
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
明
治
か
ら
現

在
ま
で
時
代
を
経
て
見
事
な

建
造
物
と
し
て
残
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
も
感
動
を
覚

え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

浅
草
・
浅
草
寺
の
灯
篭
祭

り
で
は
、
灯
篭
の
綺
麗
さ
に

目
を
奪
わ
れ
、
仲
見
世
見
物

や
買
い
物
も
、
日
頃
の
忙
し

さ
か
ら
離
れ
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。

帰
路
の
バ
ス
内
で
は
、
皆

様
か
ら
の
「
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
担
当
と
し
て
は
ホ
ッ

と
安
堵
の
思
い
で
し
た
。

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
阿
部
芳

夫
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
で
は
、
11

月
６
日
に
前
橋
市
の
群
馬
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
を
応
援
す
る
本
部
事
業
の

観
戦
ツ
ア
ー
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

さ
せ
た
日
帰
り
親
睦
旅
行
を

実
施
し
ま
し
た
。

前
日
の
雨
も
上
が
り
、
朝

８
時
、
80
名
余
の
参
加
者
は

バ
ス
２
台
で
錦
糸
町
公
園
を

出
発
。
途
中
、
高
坂
Ｓ
Ａ
で

休
憩
し
、
会
場
の
群
馬
ア
リ

ー
ナ
に
11
時
頃
到
着
し
て
早

速
、
熱
の
こ
も
っ
た
競
技
を

見
学
、
応
援
し
ま
し
た
。

観
戦
後
は
、
粕
川
温
泉
に

立
ち
寄
り
、
温
泉
入
浴
、
カ

ラ
オ
ケ
と
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を

有
効
に
使
っ
て
大
広
間
で

寛
ぎ
ま
し
た
。
次
の
見
学
先

「
聖
酒
造
」
で
は
、
７
年
連

続
金
賞
の
大
吟
醸
や
い
ろ
い

ろ
な
日
本
酒
を
試
飲
し
、
顔

を
ほ
ん
の
り
赤
く
す
る
人
も
。

帰
り
の
車
中
で
は
、
お
土
産

の
酒
を
飲
み
、
カ
ラ
オ
ケ
で

盛
り
上
が
っ
て
全
員
無
事
に

帰
着
し
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
16
〜
17
日
、
小

岩
支
部
（
菅
谷
茂
樹
支
部

長
）
で
は
、
上
高
地
と
飛
騨

高
山
へ
１
泊
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。支
部
旅
行
と
し
て
は
、

２
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た

支
部
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

紅
葉
に
色
づ
く
上
高
地

で
は
、
大
正
池
か
ら
河
童
橋

ま
で
の
散
策
コ
ー
ス
を
秋
の

気
配
を
感
じ
つ
つ
歩
き
ま
し

た
。
宿
の
情
緒
豊
か
な
庭
園

を
望
む
露
天
風
呂
に
は
、
大

変
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
歴
史
と
文
化
の

街
、
飛
騨
高
山
へ
。
時
に
そ

ん
な
伝
承
空
間
の
中
に
身

を
委
ね
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
、
と
言
う
の
が
今
回
の
旅

行
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
２
日

目
早
朝
か
ら
朝
市
、
飛
騨
の

里
、
そ
し
て
古
い
町
並
散
策

と
、
大
変
欲
張
り
な
１
泊
旅

行
で
し
た
が
、
支
部
員
さ
ん

に
も
楽
し
い
旅
行
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
２

年
後
に
楽
し
い
旅
行
を
企
画

し
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

八
王
子
支
部
（
田
中
裕
幸

支
部
長
）
で
は
、
10
月
16
日

午
後
１
時
か
ら
八
王
子
保
健

所
に
よ
る
環
境
衛
生
講
習

会
が
実
施
さ
れ
た
折
、
支
部

主
催
の
ヘ
ア
シ
ョ
ー
を
企
画
。

支
部
員
の
ほ
か
府
中
支
部
か

ら
も
ご
参
加
頂
き
盛
況
な
う

ち
に
開
催
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
お

迎
え
し
た
堀
部
真
生
先
生
の

華
麗
な
ヘ
ア
シ
ョ
ー
を
堪
能
。

参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
共
々
大

い
に
刺
激
を
受
け
て
「
来
年

も
頑
張
る
ぞ
」
と
、
更
な
る

内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

胸
に
秘
め
、
実
り
多
い
１
日

を
過
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｂ
Ａ
台
東
・
文
京
支
部

（
栗
田
英
樹
代
表
）
が
主
体

と
な
っ
て
、
七
五
三
や
着
付

の
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
初

の
合
同
講
習
会
を
企
画
。
10

月
30
日
、
北
区
の
「
北
と
ぴ

あ
」
を
会
場
に
、
磯
谷
き
み

先
生
を
講
師
に
迎
え
て
開
催

し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
す
で
に
ボ
デ

ィ
に
よ
る
趣
の
異
な
っ
た
帯

結
び
が
並
べ
ら
れ
、
や
が
て

開
会
。
愛
く
る
し
い
七
五
三

の
モ
デ
ル
が
ポ
ー
ズ
を
き
め

な
が
ら
会
場
を
回
り
、
受
講

者
は
モ
ダ
ン
に
ま
と
め
た
ア

ッ
プ
の
髪
や
帯
を
熱
心
に
見

入
り
ま
し
た
。

結
び
方
が
分
か
る
よ
う
に
、

帯
を
ほ
ど
き
な
が
ら
、
勘
所

を
教
え
て
頂
い
た
り
、
実
際

に
自
分
で
試
し
た
い
と
い
う

受
講
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

帯
を
手
に
と
っ
て
納
得
の
ゆ

く
ま
で
時
間
い
っ
ぱ
い
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
受
講
者

が
50
人
を
超
え
、
盛
会
裏
に

１
回
目
を
飾
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

熊
谷
宗
司
さ
ん

　
　
（
八
王
子
支
部
）

（
19
年
10
月
25
日
）

　

平
田
カ
ツ
枝
さ
ん

　
　
（
江
戸
川
支
部
）

（
19
年
10
月
31
日
）

本
紙
に

同　

封

ご
活
用

下
さ
い

冊
子
「
早
わ
か
り
生
活
衛
生
営
業
税
制
」

城東ブロック

本部事業に
ジョイント

親睦旅行を実施武
蔵
野
支
部

初
秋
の
一
日

「
マ
ナ
ー
」を
学
ん
で
名
所
巡
り

八
王
子
支
部

堀
部
真
生
先
生
迎
え
て

Ｔ
Ｂ
Ａ
台
東
・
文
京
支
部

七
五
三
・
着
付
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
講
習
会
開
く

板
橋
支
部

支
部
設
立
50
周
年

　

盛
大
に
祝
賀
会
開
く

小
岩
支
部

紅
葉
の
上
高
地
と

飛
騨
高
山
へ
１
泊
旅
行

ヘ
ア
シ
ョ
ー
開
催
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

そ

の

他

◆
Ｔ
Ｂ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ザ
ー

　
〝
テ
ク
ニ
カ
〞

伝
統
あ
る
研
磨
技
術
に
よ

り
、
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を
実

現
し
た
シ
ザ
ー
で
す
。

価　

格　

各
３
９
、９
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
税
込
）

種　

類

・
ス
ト
レ
ー
ト
シ
ザ
ー
ズ

　

５
．
５
イ
ン
チ

　

６
イ
ン
チ

・
エ
フ
ェ
ク
ト
シ
ザ
ー
ズ

　

５
．
５
イ
ン
チ

　

６
イ
ン
チ

・
セ
ニ
ン
グ
シ
ザ
ー
ズ

　

６
イ
ン
チ

　

６
イ
ン
チ
Ｒ

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ

価　

格
３
３
、６
０
０
円（
送
料
込
）

内　

容
腕
な
し
、
軽
量
、
足
の
部

分
は
取
外
し
可
能
で
持
ち
運

び
に
便
利

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ
ケ
ー
ス

当
会
販
売
の
ボ
デ
ィ
に
あ

わ
せ
て
作
っ
て
お
り
ま
す
。

価　

格
１
５
、７
５
０
円（
送
料
込
）

内　

容
色
柄　

黒

形　

シ
ョ
ル
ダ
ー
型

◆
メ
ー
ク
ア
ッ
プ

　

専
用
ウ
ィ
ッ
グ

価　

格
一
台
２
０
、０
０
０
円

（
送
料
は
着
払
い
）

※
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員
は
割
引
き

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
専
用
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
事
務
局
に
ま
で

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

渋
谷
区
代
々
木
１
―
56
―
４

東
京
美
容
家
集
団

☎
０
３・３
３
７
９・０
５
５
５

５
、０
０
０
円

 

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員
の
店
の

従
業
員

６
、０
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

７
、０
０
０
円

◆
Ｂ
コ
ー
ス
留
袖

サ
ロ
ン
で
着
付
の
で
き
る

技
術
者
に
な
る
為
、
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
の
為
等
、
分
か
り

易
く
指
導
し
ま
す
。

日　

時
平
成
20
年
４
月
10
日
㈭
、

４
月
17
日
㈭
、

４
月
24
日
㈭

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１
６
、０
０
０
円

 

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員
の
店
の

従
業
員

１
８
、５
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

２
１
、０
０
０
円

ヘ

ア

◆
ベ
ー
シ
ッ
ク（
基
礎
）カ
ッ
ト

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

シ
ザ
ー
ズ
の
持
ち
方
か
ら

ワ
ン
レ
ン
グ
ス
・
レ
イ
ヤ
ー

ま
で
の
基
礎
か
ら
ス
タ
イ
リ

ン
グ
構
成
な
ど
を
指
導
致
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
サ
ロ
ン
で
カ
ッ

ト
の
で
き
る
技
術
者
に
な
る

為
、
ま
た
改
め
て
基
礎
か
ら

勉
強
し
た
い
方
、
ス
タ
ッ
フ

の
指
導
の
為
等
、
こ
の
コ
ー

ス
で
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
ま

し
ょ
う
。―

テ
キ
ス
ト
付―

日　

時
平
成
20
年
２
月
５
日
㈫
、

２
月
19
日
㈫
、

３
月
４
日
㈫
、

３
月
18
日
㈫

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１
２
、０
０
０
円

 

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員
の
店
の

従
業
員

１
４
、０
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

１
６
、０
０
０
円

※
カ
ッ
ト
ウ
ィ
ッ
グ
は
講
習

会
場
で
指
定
の
物
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

価
格　

一
台
３
、１
５
０
円

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
ト
コ
ー
ス

　
（
応
用
・
中
級
コ
ー
ス
）

①
カ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
方
法
②
サ
ロ
ン
ス
タ
イ

ル
の
基
本
的
デ
ザ
イ
ン
③

毛
量
調
整
の
数
種
類
等
。

日　

時
平
成
20
年
３
月
25
日
㈫
、

各
種
実
技
講
習
会
の
お
知
ら
せ

４
月
８
日
㈫
、

５
月
13
日
㈫

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１
２
、０
０
０
円

 

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員
の
店
の

従
業
員

１
３
、５
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

１
５
、０
０
０
円

着

付

◆
Ａ
コ
ー
ス
街
着

　
（
つ
む
ぎ
・
小
紋
）

つ
む
ぎ
・
小
紋
の
着
付
、

名
古
屋
帯
、
ポ
イ
ン
ト
柄
の

決
め
方
な
ど
内
容
充
実
の
講

習
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日　

時
平
成
20
年
２
月
21
日
㈭
、

３
月
13
日
㈭
、

３
月
27
日
㈭

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料　

　

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１
６
、０
０
０
円

 

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員
の
店
の

従
業
員

１
８
、５
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

２
１
、０
０
０
円

◆
創
作
帯
結
び

全
日
本
美
容
講
師
会
２
月

19
日
発
表
の
創
作
帯
結
び
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時
平
成
20
年
３
月
13
日
㈭

 

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30

分
受
講
料

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１月の月例会はお休みです
次の月例会は特別月例会として
来年２月７日（木）に開催予定で
す。詳しい内容については、東
美タイムス１月号をご覧下さい。

平成19年
11月1日現在

被保険者数
29,735人

 
事業主組合員

4,857人

従業員組合員
16,509人

同一世帯家族
8,369人

　

本
年
第
二
回
目
の
医
療
費

通
知
を
、
十
二
月
下
旬
に
実

施
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
通

知
は
、
九
月
診
療
分
で
す
。

　

医
療
費
通
知
と
は
、保
険

医
療
機
関
か
ら
当
組
合
に

請
求
さ
れ
て
く
る
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
）に

基
づ
き
、診
療
を
受
け
た
被

保
険
者
に
対
し
て
、実
際
に

か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
国

の
通
達
「
国
民
健
康
保
険
医

療
費
通
知
実
施
要
領
」
に
よ

り
、
次
の
よ
う
な
指
示
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

① 

経
営
主
体
と
す
る
保
険
者

（
美
容
国
保
組
合
）が
、被

保
険
者
に
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
さ
せ
、ひ
い

て
は
、国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
に
資
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

行
う
も
の
で
あ
る
。

② 

実
施
に
当
っ
て
は
、被
保

険
者
の
秘
密
の
保
護
に
万

全
を
期
し
、か
つ
医
師
と

患
者
と
の
信
頼
関
係
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

特
に
配
慮
す
る
こ
と
。

③ 

通
知
は
、
受
診
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
受
診
者

名
、
入
院
、
通
院
、
歯
科
、

薬
局
の
別
、
入
院
通
院
の

日
数
、
医
療
の
額
等
を
受

診
者
別
に
、
一
ケ
月
分
ま

と
め
て
把
握
し
、
世
帯
主

に
通
知
す
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
医
師
や
、

受
診
者
に
対
し
て
充
分
な
配

慮
の
上
実
施
す
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ど
の
く
ら
い
総
医
療
費

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
又
、

医
療
費
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

尚
、十
九
年
度
も
、柔
道
整

復
師
に
受
診
さ
れ
た
分
も

別
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

各
通
知
を
受
け
と
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
と
く
に
手
続
き

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
料
は

所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
健

康
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
と
し
て
、
所
得
税
の

控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。
年

末
調
整
の
際
に
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
下
さ
い
。

「
医
療
費
通
知
」
の
実
施
に
つ
い
て

「
年
末
・
年
始
」事
務
局
休
業
の
お
知
ら
せ

▽
仕
事
納
め　

12
月
28
日
㈮
ま
で

▽
仕
事
始
め　

１
月
７
日
㈪
よ
り

（
12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
６
日
㈰
ま
で
休
業
い
た
し
ま
す
。）

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
傷

病
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
賠
償
が
遅

れ
た
り
す
る
と
き
な
ど
は
、

美
容
国
保
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
と
き
の
費
用
は
、
美

容
国
保
が
あ
と
か
ら
加
害
者

に
請
求
し
ま
す
。

◆
必
ず
届
け
出
を

　

美
容
国
保
で
治
療
を
受
け

る
と
き
は
必
ず
事
前
に
事
務

局
に
連
絡
し
、「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
に
す
み
や
か
に
届
け

出
を
し
て
「
交
通
事
故
証
明

書
」
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆ 

次
の
場
合
は
、
美
容
国
保

で
治
療
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

① 

加
害
者
か
ら
す
で
に
治
療

費
を
受
け
取
っ
て
い
る

場
合

② 

業
務
上
の
ケ
ガ
の
場
合

③ 

酒
酔
い
運
転
、
無
免
許
運

転
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ
の

場
合

◆
示
談
は
慎
重
に

　

美
容
国
保
に
届
け
出
る
前

に
示
談
す
る
と
、
そ
の
取
り

決
め
が
優
先
し
て
、
加
害
者

に
医
療
費
を
請
求
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

示
談
を
す
る
前
に
必
ず
事

務
局
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き


